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　「JavaScriptはWebページを表示するときに利用
するプログラミング言語」と教えている先生はいな
いだろうか。近年，JavaScriptはその姿を大きく変
えている。JavaScriptで実現する機能は「Webペー
ジを表示するときに利用する」ものばかりではない。
JavaScriptは誕生してから 20年以上が経過し，誕生
当時のイメージとはかけ離れた進化をとげた。今や，
私たちがその恩恵にあずからない日はない，という
ほど，巷には JavaScriptの技術が溢れている。本稿
は，古い歴史と輝かしい未来を併せ持つ JavaScript

の概要，そして高校での JavaScriptの扱いを紹介さ
せていただくものである。

1. JavaScript って何だろう
　JavaScriptが誕生したのは 1995年。インター
ネットがやっと誰でも使えるようになった時だ。当
時，はじめて一般に普及したブラウザは，Netscape 

Communications社が開発した Netscape Navigator

だった。Netscape Navigator は，Internet Explorer

が現れるまで，ブラウザの標準的な存在だった
（現在 Netscape Navigatorは存在しないが）。この

Netscape Navigatorに搭載されたのが JavaScriptだ。
Webページに動的な動きを与えられる JavaScript

は 注 目 さ れ た。Netscape Navigator と Internet 

Explorerは，激しいシェア争いをすることになった。
このため Netscape Navigator，Internet Explorerと
もに独自の機能拡張が行われ，結果，互換性に乏
しくなってしまった。当時は，Netscape Navigator

用と Internet Explorer用両方のコードを記述し，
ブラウザの種類ごとに処理を分岐させる必要が
あった。このようなブラウザによる機能の違いは，
JavaScriptの行く手を阻む，大きな壁となっていた。

2. 標準化で蘇った JavaScript
　そもそも Internet Explorerに掲載されたのは
JScriptとよばれる言語であり，JavaScriptとはいわ
なかった。ちなみに，JavaScriptの名称は Javaとは

無関係だ。諸説あるが，「当時 Javaが流行っていた
ので Javaの名前をつけて JavaScriptとよんだ」とい
う説が有力だ。Javaと JavaScriptを混同している生
徒はけっこう多いので注意が必要だ。
　さて，このような状態がずっと続いていたら
JavaScriptに大きな進歩はなかっただろう。ブラウ
ザごとに違うプログラムを書いていたのではたま
らない。このような状況を嫌って，JavaScriptを
統一しようとする動きが起こった。それが E

エ ク マ

CMA

（European Computer Manufacturers Association）と
いう団体だ。ECMAは JavaScriptの仕様の標準化
を試みた。標準化した JavaScriptを ECMAScriptと
いう。努力の甲斐あって，現在主要なブラウザはこ
の規格に準拠している。つまりこの規格に合ったプ
ログラムさえ作れば，どんなブラウザでも同じよ
うな動作をする，ということだ。JavaScriptはこの
ECMAScriptのおかげで蘇ったのだった。

3. Google マップは地図をどう表示してい
るのか
　Googleマップで，現在表示している地図の範囲
を変えるときはどうするか。簡単だ。単に地図をド
ラッグするだけだ。なぜドラッグで違う範囲の地
図が表示されるのか。地図のデータは当然どこかの
サーバにあるはずだ。つまり一度Webページを表
示した後で，クライアントはサーバからデータを
再度取得していることになる。別に，世界中のす
べての地図情報を取得しているわけではない。ド
ラッグによる表示変更で，必要になったデータだけ
を取得しているのだ。実はここに JavaScriptが使わ
れている。JavaScriptでは必要になったとき，サー
バとの通信でデータを取得する機能がある。これ
を A
エイジャックス

j a x（Asynchronous JavaScript + XML）という。
Ajaxの Aは Asynchronous（非同期）だ。同期通信で
は，ブラウザからリクエストが送られると，その結
果が戻るまでブラウザは何もできなくなる。これに
対して Ajaxのような非同期通信では，すべてのデー
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タが送られるまで待つ必要はない。必要な一部の情
報を更新するだけだ。Ajaxは JavaScriptの利用範囲
を大きく広げている。Googleマップを知らない高校
生はほとんどいないだろう。もし JavaScriptを授業
で扱うのなら，ぜひ高校生に教えたい機能の一つだ。

4. 豊富なライブラリ，フレームワーク
　現在 JavaScriptには，膨大な数のライブラリとフ
レームワークが存在する。ライブラリとは，汎用性
の高いプログラムを一つの部品としてそれを集めた
プログラム集のことだ。またフレームワークはソフ
トウェアに必要な基本的な制御構造をまとめて提供
するもの，枠組みのことだ。ライブラリやフレーム
ワークを使えば，プログラムの作成効率と品質の向
上が期待できる。JavaScriptですべての処理を記述
するより，すでに用意されているプログラム集や枠
組みを利用するほうが簡単だ。Webデザインの現
場は，開発スピードが勝負となる。より便利な機能
を，より速く作成するために，今やライブラリやフ
レームワークは欠かせない存在となっている。
　JavaScriptのライブラリとしては j

ジェイクエリー

Queryが特に
有名だ。jQueryのロゴには「write less, do more.」と
書かれている。この言葉通り jQueryを使えば，「よ
り少ない記述で，より多くのことができる」ように
なる。ちなみに，Reactは Facebook社によって，
また Angularは Google社などによって開発されて
いるフレームワークだ。

5. サーバサイド JavaScript
　冒頭に記した通り「JavaScriptはWebページを表
示するときに利用する」と教えている先生がいるか
もしれない。しかし，JavaScriptはクライアントサ
イドだけのものではない。サーバ側でも JavaScript

は活躍しているのだ。その代表が N
ノードジェイエス

ode.js だ。
Node.jsを使うと，サーバでも JavaScriptが実行で
きるようになる。現在 Node.jsは大いに注目され
ている。JavaScriptならWebデザイナーをはじめ
多くの人に親しみがある。もしサーバでも動くの
なら，クライアントサイドもサーバサイドも同じ
JavaScriptでできていいじゃないか，という発想だ。
それだけではない。詳細は省略するが，Node.jsは，
メモリ消費が少なく，大量のアクセスを高速で処理
できるという利点がある。Node.jsにはたくさんの

フレームワークが用意されており，これを使うこと
で簡単にWebアプリケーションを作ることができ
るのだ。

6. JavaScript を高校生にどうやって教え
るのか
　2022年度より始まる次期学習指導要領。共通必
履修科目「情報Ⅰ」で，全ての生徒がプログラミング
を学ぶ。そして学習指導要領には，扱うプログラミ
ング言語の規定はない。しかし，「関数の定義・使
用によりプログラムの構造を整理するとともに，性
能を改善する工夫の必要性についても触れるものと
する」と記されており，これを達成できる言語が必
要となる。もし生徒に直接，プログラミングの経験
をさせようとしたら，いったいどのプログラミング
言語を選べばよいのだろうか。
　Excel VBAなら Excelが必要だし，Pythonなら
パッケージをインストールしなければ，Javaや C

ならコンパイラを準備しなければ動かない。しかし
JavaScriptならブラウザとテキストエディタだけ。
今現在でも，JavaScriptが実行できないコンピュー
タ室は日本には存在しないだろう。そして何より
も，JavaScriptは世界で最も多くの人が使っている
プログラミング言語であり，これまでに書いたよう
にインターネット社会の最前線に位置する言語とい
える。情報通信ネットワークのさらなる進展が予想
される今，高校生にWebの本質を理解させること
は必須だ。JavaScriptは HTMLと深く結びついてい
る。JavaScriptによるHTMLの再編集を学ぶことは，
HTMLの深い理解に繋がる。
　ちなみに筆者の勤務校である埼玉県立浦和北高等
学校には，学校設定科目「実用基礎プログラミング」
があり，現在 Excel VBAと JavaScriptの両方を扱っ
ている。生徒がパズルやシューティングゲームを楽
しみながら学び，自然とプログラミング能力が身に
付くように心がけている。
　プログラミング言語の扱いは悩みどころだ。
学校ごとに状況は異なるが，いかがだろうか。
JavaScriptも選択肢の一つとして考えてみては。
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